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序論

1 大巡思想は東西洋の天観(天觀)を統合的に解釈し、人身降世(人身降世)の天界観(天界觀)を通じて新たな思想的

地平を切り開く

2 東洋思想の属性論的天観と西洋の実体論的天観が、大巡思想において二重に実体化されて現れる

3 「土克水(土克水)」と「金火交易(金火交易)」の原理を通じ、儒仏仙(儒佛仙)天観の限界

を克服し再活性化する

4 九天大元造化主神(九天大元造化主神)の概念を通じ、超越と内在が調和した新たな天観のパラダイムを提示

大巡思想と天観の統合的理解

大巡思想

天界観

東洋天観 

属性論的

西洋天観 

実体論的
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大巡思想と人身降世の天界観

人身降世の定義

神的存在が人間の身体で降臨し、天界の秩序が人間世界に実現される現象として、

天界と人間界の直接的連結を意味

1 大巡思想では、九天大元造化主神(九天大元造化主神)が姜甑山(姜甑山)聖師として人世に降臨し、天地公

事(天地公事)を行う

2 『典経』に「九天大元造化主神(九天大元造化主神)として、三界大権(三界大權)を主宰(主宰)され、天下(天下)

を大巡(大巡)された後、人世(人世)に大降(大降)された」と記される

3 人身降世を通じて抽象的天観が実体的神性へと転換され、東洋の内在的天観と西洋の超越的天観が統合さ

れる

4 「常道(常道)を失った天地度数(天地度數)を整理(整理)」し、新たな後天(後天)秩序を樹立

人身降世(人身降世)の概念と意義

人世(人世)

降世

降世

九天(九天)大元造化主

神

姜甑山聖師

天地公事
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儒仏仙の天観と陰陽五行の原理

1 儒仏仙三教の天観は陰陽五行の原理を共有するが、大巡思想は「土(土)」の役割と位相に

ついて特別な解釈を提示

2 土克水(土克水)の原理は、五行の中で「土」が持つ二重的属性、すなわち木火金水とは異なり陰

陽をともに内包する特殊性を示す

3 九天上帝の「左の掌に壬(壬)字、右の掌に戊(戊)字がある」は、典型的な土克水の原理を人

身降世を通じて実体化したもの

4 河図(河圖)の相生原理と洛書(洛書)の相克原理の間の転換は、「土」が木火金水の循環を仲介す

る役割によって可能となる

「五行之義 土克水也」(五行の大義は土克水にあり) - 『抱朴子』

陰陽五行と「土(土)」の特殊性

木

火金

水

土克水(土克水)

河図:相生(相生) - 木→火→土→金→水 

洛書:相克(相克) - 水→火→金→木→土

土
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土剋水と金火交易の原理

土剋水(土克水)の意味

陰陽五行において土(土)は、木火金水(木火金水)とは異なり陰陽をともに持つ特別な存在で

あり、五行の循環と変化に中心的役割を担う

「五行之義 土克水也」(五行の大義は土克水にあり) - 『抱朴子(
抱朴子)』

金火交易(金火交易)の原理

河図(河圖)と洛書(洛書)の転換において、金(金)と火(火)が位置を交換し、相生(相生)

と相克(相克)関係を変換させる核心メカニズム

天地運用の原理

「わたしが天地を回転させたことをどうして知りえよう」という大巡思想の表現は、

八卦(八卦)の順序変更を通じた宇宙運行の変化を意味

「天地大八門(天地大八門) 日月大御命(日月大御命) 禽獣大道術(禽獸大道術) 人間大積
善(人間大積善)」

五行の核心原理

水(水)
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火(火)

土(土) 金(金)

河図(河圖):相生(相

生)

洛書(洛書):相剋(相

克)

⟲

⟳

五行循環
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大巡思想と西洋天観の統合

1 大巡思想は西洋の実体論的超越天観と東洋の属性論的天観を結合し、二重に実体化された新たな天観

を提示

2 九天の神位には陰陽五行的属性が明確に表現されており、西洋天観とは異なり神明(神明)の介入が特徴

的に現れる

3 「九天応元雷声普化天尊姜聖上帝」の神位のうち「雷声」は創造の意味を、「普化」は万有の進化を意味し

、創造論と進化論の論争を解消

4 『典経』「教法」1-66に「西教は神明の薄待が甚だしいゆえ、あえて成功しえぬだろう」との一節は、西洋天

観が超越天を強調したが、内在神である神明を否定した限界を指摘

5 大巡思想は天地の「成功」を、天地に類する人間の輩出と定義し、超越的天観と内在的天観の調和を通

じてリミナリティの胞越性(胞越性)を実現

東西天観の統合的再構成

西洋天観
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東洋天観

実体論的超越天

唯一神

創造論

属性論的内在天

陰陽五行

化育論
大巡思想天観

九天応元雷声普化天尊 

創造(雷声)+ 進化(普化) 

超越 + 内在の統合
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九天大元造化主神の意義と現代的示唆点

1 九天大元造化主神は東洋の属性論的天観と西洋の実体論的天観を包摂するリミナリティ(境界性)を通

じ、新たな統合的パラダイムを提示

2 「土克水(土克水)」と「金火交易(金火交易)」の原理は、陰陽五行の再解釈を通じて東西洋天観の限界を克

服し、天地化育(天地化育)の新たなモデルを形成

3 大巡思想は1980年代以降、現代韓国社会で活性化しつつ、ポストモダニズムの観点から宗教的多元主

義への解決策として再照明されつつある

4 アーノルド·トインビーの述べる「実存主義以降の実存」概念と文脈を共にし、現代社会の宗教運動に実

存的意味と多元的統合の方向性を提供

リミナリティとポストモダニズム的
解釈

近代性
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